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第22回  通常総代会
～ 全議 案承認される ～

令和元年�月��日　会場：本所２階イターナルホール

主な提出議案

※詳細は総代会資料を確認願います。

●マルエム共選場積立金規程の設定について
●平成��年度事業報告及び剰余金処分案の承認について
●令和元年度事業計画の設定について
●中期経営計画の設定について
●定款の一部変更について　　　　　等、全��議案

特集
１

　総代���人（うち、本人出席���人、書面出席���人）が出
席。平成��年度事業報告及び剰余金処分の承認など全��議
案が審議され、全議案が承認されました。



　
今
回
の
役
員
改
選
と
執
行
体
制
の
変
更
に

伴
い
︑
��
人
の
役
員
の
方
々
が
退
任
さ
れ
ま

し
た
︒

　
長
い
間
︑
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
︒︵
理
事
︑
監
事
の
順
︶

退
任
さ
れ
た
役
員

宇和島地区　特定非営利法人
　　　　　　段畑を守ろう会　様
吉田地区　　二宮　儀雄　様
三間地区　　土居　隆洋　様
鬼北地区　　渡辺　能子　様
津島地区　　是澤　宗幸　様
南宇和地区　吉田　徳正　様

組合員表彰受賞者

特別表彰受賞者

　

組
合
員
表
彰
と
特
別
表

彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
表
彰
は
永
年
に
渡

り
Ｊ
Ａ
運
営
や
農
業
振
興

に
尽
力
さ
れ
た
方
に
贈
ら

れ
、
特
別
賞
は
当
組
合
の

子
会
社
の
健
全
経
営
に
尽

力
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

受
賞
者
の
皆
様
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
黒
田
　
義
人
　
　
　
清
家
　
　
治

　
兵
頭
　
知
幸
　
　
　
清
家
　
友
一

　
濱
田
　
藤
兵
　
　
　
中
平
　
政
志

　
大
内
　
　
巧
　
　
　
水
谷
　
義
和

　
渡
邊
　
正
一
　
　
　
毛
利
　
達
晴

　
石
川
　
芳
洋
　
　
　
山
岡
　
島
子

　
山
本
　
計
夫
　
　
　
堀
川
　
隆
幸

　
小
川
　
　
正
　
　
　
森
口
　
信
一

　
豊
田
　
徳
典
　
　
　
高
山
　
俊
治

　
髙
田
　
洋
一
　
　
　
岡
山
　
徳
幸

赤松　剛　様



　農業・農協を取り巻く
環境が益々厳しさを増す
中、様々な課題を乗り越
える必要がある。「ＪＡは
必要」と言って頂けるよう、
地域に寄り添う組織活動
を展開し、自己改革を着
実に進める。また、農業
振興と地域活性化に貢献
するため、経営基盤強化
に向け運営と経営のバラ
ンスを取り、事業の高度
化、経営の効率化を実現
する。
　ご無理を申し上げざる
を得ないこともあります
が、ご理解、ご協力をお
願いします。

代表理事専務
（管理本部・審査担当）

埜々下　義久

代表理事組合長
山本　長雄

　今、我が組織も改革を
進めている。「改革は賛成
だ。思い切ってやってく
れ！」と誰もが言う。それ
が、自分のところの店舗
をなくしたり、職員を減ら
したりすることになると、
今度は顔色を変えて反対
だと問題にする。盤石な
経営基盤があってこそ様々
な要望に応えることができ
ると思っている。将来を見
据えたより良い方法は何
か。現場の声に耳を傾け
ながら実践に努め、協同
組合の存在意義を問いた
い。

常務理事
（金融事業本部担当）

吉見　一弥

　昨年７月の西日本豪雨
災害からの復旧、復興に
向け、行政及び各関係機
関との連携を密にして取り
組んでいくことが重要であ
ると考えている。きめ細か
い対策を推進し、一日も
早い復興を目指し努力す
る。併せて、第７次中長
期計画の着実な自己改革
を実践し、組合員や地域
にとってなくてはならない
ＪＡを目指す。

常務理事
（営農経済事業本部担当）

渡邉　鉄雄

　管内農業を取り巻く環
境が一層厳しさを増す中、
地域の農業と暮らしを将
来にわたり支え続けられる
盤石な経営基盤の確立を
目指し、事業改善を通じ
て安定的な事業利益の確
保に取り組む。また、今
年度より実施される公認会
計士監査への移行に伴
い、会計監査人との情報
の共有に努め、内部統制
の有効性と効率性を高め
る。

常勤監事
入船　　功

　

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
︑
益
々
ご
清
祥
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
︒
平
素
は
︑Ｊ
Ａ
運
営
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
こ
の

度
︑
６
月
��
日
の
総
代
会
で
承
認
頂
き
ま
し
た
新
役
員
に
よ

る
理
事
会
で
︑
代
表
理
事
組
合
長
に
選
任
さ
れ
︑
同
日
付
で

就
任
致
し
ま
し
た
︒
皆
様
か
ら
大
き
な
責
任
を
任
さ
れ
た
と

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
︒

　

国
内
情
勢
は
︑
規
制
緩
和
・
自
由
化︵
Ｔ
Ｐ
Ｐ
��
の
発
行
等
︶

が
進
め
ら
れ
︑
農
畜
産
物
の
輸
入
が
増
加
し
︑
農
家
は
一
層

厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
︒
管
内
の
人
口
の
減
少
︑
高

齢
化
︑
担
い
手
不
足
な
ど
課
題
山
積
の
中
︑
先
行
き
不
透
明

な
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
︒
そ
の
よ
う
な
状
況
下
の
も
と
︑﹁
強

い
農
業
を
作
り
上
げ
る
こ
と
﹂﹁
強
固
な
財
務
基
盤
を
作
り
上

げ
る
こ
と
﹂が
︑
重
点
課
題
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
︒
当
Ｊ
Ａ

は
︑
農
業
生
産
の
拡
大
︑
農
業
者
所
得
の
増
大
︑
地
域
活
性

化
の
成
果
を
上
げ
る
自
己
改
革
を
着
実
に
進
め
て
参
り
ま
す
︒

ま
た
︑
最
優
先
で
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
か
ら
の
早
期
の

復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
︒

　

今
後
と
も
︑
組
合
員
の
皆
様
の
ご
支
援
︑
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
︒ 就

任
の
ご
挨
拶

特集
２ 新 役 員 紹 介

　第��回通常総代会において新しい役員が選任されました。これに基づき、総代会終
了後に理事会及び監事会を開催し、常勤役員、代表監事を選出しました。今年度より
以下に紹介する理事��人、監事７人によるＪＡ活動や事業の運営が行われます。

農業が好きだから
　農協が好きだから
・農業とともに生きる
・組合員とともに生きる
・組織とともに生きる
・地域とともに生きる
・役職員とともに生きる

持 

論



三間（新任・主任）
河野　道生

鬼北（新任）
宮本　茂幸

南宇和
内田　　勝

津島（新任）
角田　　一

吉田（新任）
清家　茂邦

鬼北（新任）
松浦　　靖

南宇和（新任）
赤松　宣明

女性（新任）
中井　絹代

三間（新任）
髙山　一幸

宇和島
横田　喜代和

宇和島
稲垣　　実

宇和島（新任）
浅井　信昭

吉田
河野　新也

鬼北（新任）
兵頭　一誠

南宇和（新任）
塚岡　伸子

女性（新任）
藤田　厚美

宇和島（新任）
河野　　正

宇和島（主任）
井上　和久

吉田（主任）
清家　多美雄

鬼北（主任）
松田　春男

南宇和（主任）
孝野　覚也

女性（新任）
清家　久栄

吉田（新任・代表）
児玉　　恵

南宇和（新任）
西本　繁夫

宇和島（新任）
岡田　　泰

三間
堀田　善春

南宇和（新任）
児島　一義

津島（新任）
濱田　金治

津島（主任）
玉木　邦英

鬼北（新任）
毛利　彰男

南宇和
松岡　憲二

女性
三浦ギン子

員外
中田　誠志

理事

監事

南宇和
尾﨑　春夫



今
年
も

伝
統
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

　

女
性
部
伊
予
吉
田
町
支
所
は
︑
６
月
１
日

か
ら
８
日
ま
で
吉
田
町
管
内
の
各
支
所
で

﹁
吉
田
１
日
マ
ー
ケ
ッ
ト
﹂を
開
き
ま
し
た
︒

地
域
活
性
化
や
住
民
同
士
の
交
流
の
場
を
つ

く
ろ
う
と
︑
��
年
以
上
前
か
ら
続
け
て
い
る

伝
統
行
事
で
す
︒
開
催
期
間
中
は
︑
女
性
部

や
運
営
委
員
会
︑
各
支
所
が
協
力
し
︑
た
こ

焼
き
や
焼
き
そ
ば
︑
野

菜
や
手
作
り
の
パ
ン
を

低
価
格
で
販
売
し
︑
大

勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
︒
地
元
の
園
児

を
招
き
︑
菓
子
ま
き
も

行
い
ま
し
た
︒

みんなと仲良く
なったよ♪

topics

ＪＡトピックス

　

あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
は
６
月
１
日
︑
今
年
度

１
回
目
の
授
業
を
開
き
︑
同
Ｊ
Ａ
管
内
の
小

学
３
～
６
年
生
��
人
が
参
加
し
ま
し
た
︒
食

農
教
育
の
一
環
と
し
て
始
め
︑
今
年
で
��
年

目
を
迎
え
ま
す
︒
児
童
は
宇
和
島
市
三
間
町

川
之
内
の
髙
山
一
幸
さ
ん
の
水
田
で
︑
も
ち

米
の
苗
を
植
え
ま
し
た
︒Ｊ
Ａ
職
員
に
教
わ

り
な
が
ら
体
験
し
︑
手
作
業
の
大
変
さ
や
魅

力
を
実
感
し
ま
し

た
︒
そ
の
後
︑
田
植

え
機
に
よ
る
効
率
的

な
作
業
を
見
学
し
ま

し
た
︒ あ

ぐ
り
ス
ク
ー
ル
開
校

農
の
未
体
験

や
っ
て
〝
み
た
い
け
ん
〞

1～
６

１
６

植えるぞ～☆



　
﹁
第
��
回
信
用
事
業
業
務
検
定
試
験  

不
祥

事
防
止
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
﹂に
お
い
て
︑

来
村
支
所
の
河
田
敏
洋
次
長
が
全
国
で
最
も

優
れ
た
１
０
０
点
満
点
で
合
格
さ
れ
ま
し
た
︒

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
河
田
次
長
は
６

月
１
日
に
東
京
都
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
開
か
れ
た
表
彰
式
に
出
席
し
ま
し
た
︒

て
頂
き
ま
し
た
︒

　

一
人
で
走
る
マ
ラ
ソ
ン
と
違
い
︑
普
段
な

か
な
か
顔
を
合
わ
す
こ
と
の
な
い
職
員
と
一

緒
に
走
り
続
け
た
こ
と
で
︑
よ
り
一
層
の
団

結
力
が
高
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

︵
情
報
提
供
：
総
務
課
・
岡
部
︶

5～
６topics

ＪＡトピックス

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
年
金
口
座
を
つ
く
る
と
入

会
で
き
る﹁
年
金
友
の
会
﹂は
６
月
５
日
か

ら
７
日
に
か
け
て
︑
各
地
で
総
会
を
開
き
ま

し
た
︒
総
会
で
は
議
事
と
し
て
平
成
��
年
度

活
動
報
告
や
令
和
元
年
度
活
動
計
画
に
つ
い

て
の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒
ま
た
︑
総
会

後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
︑
演
歌
歌
手
の

一
条
貫
太
さ
ん
︑
田
川
寿
美
さ
ん
︑
演
芸
の

藤
井
マ
サ
ヒ
ロ
さ

ん
に
出
演
い
た
だ

き
︑
来
場
者
は
楽

し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
︒

芸
能
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

華
や
か
に

業務に
　役立てます！

マ
ラ
ソ
ン
部
団
結

信
用
事
業
業
務
検
定
試
験

最
優
秀
成
績
者

　

６
月
８
日
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
は
Ｊ
Ａ
共
済

Presents

第
６
回
え
ひ
め
５
時
間
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
に
３
チ
ー
ム
参
加
し
ま
し
た
︒

　

大
会
は
︑
ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
の
特

設
コ
ー
ス︵
１
周
１
・
２
㎞
︶を
タ
ス
キ
を

つ
な
ぎ
な
が
ら
周
回
数
を
競
い
ま
す
︒
初
夏

で
も
薄
曇
り
で
走
り
や
す
い
中
︑
約
５
０
０

０
人
︑
５
５
０
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
︒

　

結
果
は
︑
宇
和
島
Ａ
が
��
周︵
��
・
７
５

㎞
︶を
走
り
︑
職
場
対
抗
の
部
で
８
位
を
獲

得
し
前
年
よ
り
順
位
を
上
げ
ま
し
た︵
前
年

９
位
・
��
周
︶︒
宇
和
島
Ｂ︵
��
周
︶︑
鬼
北

合
同
チ
ー
ム
の
現
場
急
行︵
��
周
︶も
楽
し

ん
で
タ
ス
キ
を
つ
な
げ
ま
し
た
︒

　

初
参
加
で
宇
和
島
Ａ
を
走
っ
た
宇
和
島
支

所
の
植
松
祐
太
朗
さ
ん
は﹁
来
年
も
参
加
し
︑

更
な
る
高
み
を
目
指
し
た
い
﹂と
熱
く
語
っ

８
６



甘くて美味しいよ♡

topics

ＪＡトピックス

　

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
と
南
予
地
方
局
産
業
振
興

課
産
地
育
成
室
は
６
月
��
日
︑
岡
山
県
の
菓

子
メ
ー
カ
ー
・
源
吉
兆
庵
に
出
荷
す
る
伊
達

柿
の
大
玉
果
実
生
産
や
品
質
向
上
を
目
指

し
︑
摘
果
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
︒

　

柿
原
出
荷
場
で
は
生
産
者
５
人
が
参
加

し
︑
産
地
育
成
室
と
同
Ｊ
Ａ
宇
和
島
営
農
経

済
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
︑
摘
果
の
手
順
や
管

理
方
法
を
説
明
し
ま
し
た
︒﹁
摘
果
の
時
期

ご
と
に
果
実
の
量
や
な
り
方
を
観
察
し
な
が

ら
作
業
を
進
め
て
ほ
し
い
﹂と
強
調
し
︑
生

産
者
の
園
地
で
実
演
も
行
い
ま
し
た
︒

桃
の
収
穫
始
ま
る

　

北
宇
和
郡
松
野
町
で
︑
６
月
中
旬
か
ら
桃

の
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
︒
降
水
量
が
少

な
か
っ
た
こ
と
や
今
春
の
低
気
温
の
影
響
で

小
玉
傾
向
で
す
が
︑
高
糖
度
で
順
調
に
仕
上

が
り
ま
し
た
︒
宇
和
島
市
や
松
山
市
の
市
場

に
出
荷
す
る
ほ
か
︑
７
月
６
日
に
同
町
延

野
︵々
の
び
の
の
︶の
虹
の
森
公
園
で
開
か

れ
る﹁
桃
ま
つ
り
﹂で
販
売
し
ま
す
︒

　

鬼
北
桃
部
会
に
所
属
し
て
い
る
岡
本
恒
夫

さ
ん︵
��
︶は
︑
栽
培
歴
��
年
︒
同
町
緑
ヶ

丘
の
園
地
��
㌃
を
管
理
し
て
い
ま
す
︒
繁
忙

期
は
１
日
に
１
４
０
㌔
を
収
穫
し
ま
す
︒
収

穫
時
は
育
っ
た
桃
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
︑
指

先
の
力
を
抜
き
︑
手
の
ひ
ら
で
丁
寧
に
採
る

よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
︒

17
６

講
習
で
柿
の
摘
果
学
ぶ

21
６

　
夏
は
水
を
使
う
機
会
が
多
い
う
え

に
︑
暑
さ
で
汗
を
か
き
や
す
く
な
る

た
め
感
電
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
︒

　
水
は
電
気
を
通
し
や
す
く
︑
ぬ
れ

た
手
で
ス
イ
ッ
チ
や
プ
ラ
グ
な
ど
に

ふ
れ
る
の
は
危
険
で
す
︒
電
気
製
品

を
扱
う
時
は
︑
手
を
よ
く
ふ
い
て
か

ら
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
︒

一般財団法人  四国電気保安協会
宇和島事業所   TEL 0895-25-5817

農作業中も注意！ 夏
の
感
電
事
故
防
止



　みつば会鬼北支部では、ミニデイに出す昼食の参考
にするための料理講習会を開きました。夏野菜や酢を
使ったさっぱりとした料理が出来上がり、好評でし
た。毎年新しいメニューや手芸で利用者の方々に喜ば
れるよう頑張ります。（情報提供：鬼北広見支所・松浦）

　�月��日、女子大学「おれんじキャンパス」が開
校しました。����年から始め�年目を迎え、今年度
は管内の女性��人が受講します。第�回目のカリ
キュラムでは、「シャボンフラワー作り」を体験し
ました。

　三間町支所たんぽぽ学級は�月��日、同支所サ
ンホールで「スカットボール大会」を開きました。
何か一つでも新しいことに挑戦する「ワンモアプラ
ン運動」として初めて取り組み、仲間と良い汗を流
しました。

　女性部南宇和支所は�月��日から�日間、農協ま
つりで販売する味噌を同支所で作りました。��年
ほど前から続く伝統で、手作りの味や魅力を伝えよ
うと取り組んでいます。��月の農協まつりで、女
性部の目玉商品として�㌔���円で販売します。

　女性部は�月��日、愛媛県ママさん大学旅行で
山口県を訪れました。有名な錦帯橋や角島大橋など
を観光し、部員同士の交流を深めました。
（情報提供：宇和島支所・中川）

ミニデイの昼食づくり6
8

おれんじキャンパス開校6
15

スカッとボールに挑戦6
19

伝統の麦みそ作り6
26

山口県旅行6
11

えひめ南の女性部活動

せっけんの香り～♡せっけんの香り～♡ スカッと！



営農企画振興
課の職員

地域のため
に頑張りま

す！
地域のため

に頑張りま
す！

特集

自
己
改
革
へ
の
挑
戦   

　

～
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
の
取
り
組
み
～

マイナビからの
エントリーはこちらから

2020年度　ＪＡえひめ南職員募集
「地域を元気にしたい！」という生き生きとした職員が活躍中です。福利厚生も充実。働きやすい
職場環境が魅力です！地域の農業や暮らしを支えるＪＡで、一緒に働きませんか？

■応募資格　　大学・大学院・短大・専門学校新卒者
　　　　　　　既卒者（満��歳未満）

■採用試験　　書類選考、適正テスト、面接
　　　　　　　詳細は、マイナビかＪＡえひめ南
　　　　　　　ホームページをご参照ください。

■問い合わせ　ＪＡえひめ南　人事課
　　　　　　　　TEL：����-��-����

た
く
さ
ん
の
応
募

待
っ
て
ま
す
！

　
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
は
６
月
１
日
︑
災
害
対
策
の

取
り
組
み
強
化
や
︑Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
一
環
で

あ
る
農
業
者
所
得
の
増
大
︑
農
業
生
産
の
拡

大
を
図
ろ
う
と﹁
営
農
企
画
振
興
課
﹂を
新
設

し
ま
し
た
︒
営
農
振
興
部
を
機
構
変
更
し
︑
同

課
に
災
害
復
興
専
任
担
当
者
を
配
置
し
ま
し

た
︒

　

同
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
︑
昨
年
７
月
の
西
日
本
豪

雨
災
害
に
よ
る
農
地
や
農
業
用
施
設
等
が
甚

大
な
被
害
を
受
け
︑
早
期
復
旧
・
復
興
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
今
後
︑
担
い
手

の
確
保
や
労
働
力
支
援
を
は
じ
め
︑
園
地
再

編
︑
農
地
利
用
集
積
・
集
約
等
を
進
め
る
計

画
で
す
︒
ま
た
︑
こ
れ
ま
で
復
旧
方
法
や
時
期

な
ど
の
検
討
︑
地
域
へ
の
説
明
を
県
が
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
︒
今
後
は
Ｊ
Ａ

が
間
に
入
り
︑
農
家
と
行
政
の
窓
口
と
な
り
ま

す
︒
さ
ら
に
︑
市
や
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
︑

復
旧
︑
復
興
を
後
押
し
し
ま
す
︒

﹁
営
農
企
画
振
興
課
﹂新
設

営農振興部

営
農
企
画
振
興
課

農
産
指
導
販
売
課

生
産
資
材
課



　ＪＡえひめ南では、「農業者の所得増大と農業生産の拡大」として、ブロッコリー「年間販売高

1億円」を目標に掲げて取り組んでいます。平成３０年度では新規・作付け増反者に苗代の半額助

成を行い、南宇和を中心に栽培面積も増加し、平成３０年度販売実績で7千万円となっています。

今後も生産者と一体になって、ブロッコリー産地を築いていきたいと考えます。是非ともこの機

会にブロッコリー栽培をしてみませんか？

【10ａの収益性の目安】

【ブロッコリー栽培の魅力】

△ △
△ △

△

作　型

目標収量

（㎏）

800 400 345,600 90,000 105,000 150,600

単価 

(円／kg) 

税込販売額 

（円）

生産費 

（円） 

出荷経費 

（円） 

所 得 

（円） 

秋冬穫り

定植

定　植

収　穫

収　穫

収　穫
春穫り

７ 月 ８ 月 ９ 月 10 月 11 月 12 月 １月 ２ 月 ３ 月 ４ 月 ５ 月 ６ 月

△

生産経費　種苗費、肥料農薬代、動力光熱費等

出荷経費　手数料、選果費、運賃、出荷資材費

栄養価に優れる緑黄色

野菜であり、幅広い年

代に人気のある野菜で

す。

11 33

22

44 55

水田転作畑や早期米あ

との水田を利用し、５a

からスタートできます。

育苗と選別・箱詰めはＪＡが行

い、栽培と収穫に専念できます。

全量氷詰めで出荷されるＪＡえ

ひめ南のブロッコリーは市場の

評価が高く、高単価が期待でき

ます。

ブロッコリー苗代（税抜

き）の半額助成を実施し

ています。 

初心者の方にも取り組

みやすい野菜となって

います。 

（※新規・増反者のみ助成）

作付けの組み合わせで

面積拡大が可能です。 

ＪＡえひめ南管内で年

間3.5ha（家族経営４人）

も栽培されている方も

います。

ブロッコリー栽培の問合わせ・
申込みは、最寄りの営農経済セ
ンターまでご連絡ください。

各営農経済センター連絡先

宇和島　22-8175
吉　田　52-2939
三　間　58-3322
鬼　北　45-1313
津　島　32-5951
南宇和　72-1122

営農セン
ター

だより
営農セン

ター

だより
ブロッコリー
　栽培希望者募る !!

ＪＡ宇和島営農センター（0895-22-8175） 　ＪＡ伊予吉田営農センター（0895-52-2939）　ＪＡ三間営農センター（0895-58-3322）
ＪＡ鬼北営農センター（0895-45-1313）　ＪＡ津島営農センター（0895-32-5951）　ＪＡ南宇和営農センター（0895-72-1122）



パズル？
頭の体操
パズル？
頭の体操

出題●ニコリ

⸺
⸺

⸺

⸺

➀令和元年は８月８日。暦の上ではもう
　秋です
➁日焼けした後にできることも
➂彼女の料理の腕前は⸺はだしだ
➃アップの反対語です
➅竹や梅と並んでめでたい植物
➈こすれてすり減ること
➉五輪で３位の選手の首に掛けられます
⑪辞書で四字⸺の意味を調べた
⑬おこわを竹の皮でくるんだ中華⸺
⑭握りずしを数えるときに使う言葉
⑯フランスの首都。花の都といわれます

たくさんのご応募ありがとうござい
ます。�月号の答えは「アマガエル」
でした。正解者の中から抽選で�名
の方に、ＪＡ支所店舗などでお使いい
ただける����円分の商品券をお贈り
します。なお当選者の発表は、賞品
の発送に代えさせていただきます。

〒���-����

二重マスの文字を
A～Fの順に並べて
できる言葉は何で
しょうか？

ダニに咬まれないためのポイント︕



新
し
い
時
代
の
始
ま
り
に

挑
戦
す
る
農
業
を

新
し
い
時
代
の
始
ま
り
に

挑
戦
す
る
農
業
を

新
し
い
時
代
の
始
ま
り
に

挑
戦
す
る
農
業
を

︵
協
議
事
項
︶

第
１
号
議
案　

役
付
理
事
の
選
任
に
つ
い
て︵
定
款
第
34
条
第
１
項
︶

第
２
号
議
案　

役
付
理
事
の
選
任
に
つ
い
て︵
定
款
第
34
条
第
２
項
︶

第
３
号
議
案　

常
勤
理
事
の
担
当
業
務
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

主
任
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

筆
頭
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

理
事
の
順
位
に
つ
い
て

第
８
号
議
案　

理
事
・
主
任
理
事
報
酬
の
決
定
並
び
に
支
給
時
期
・
支
払
方
法
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て

第
９
号
議
案　

退
任
理
事
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

第
10
号
議
案　

本
部
委
員
会
委
員
の
構
成
に
つ
い
て

第
11
号
議
案　

平
成
30
年
度
愛
媛
県
常
例
検
査
の
回
答
に
つ
い
て

第
12
号
議
案　

職
員
給
与
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

第
13
号
議
案　

出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

第
14
号
議
案　

本
部
委
員
会
運
営
要
領
の
変
更
に
つ
い
て

第
15
号
議
案　

業
務
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

︵
報
告
事
項
︶

①　

令
和
元
年
５
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

︵
そ
の
他
︶

①　

新
任
非
常
勤
理
事
研
修
に
つ
い
て

②　

次
回
理
事
会
開
催
予
定

　
　
　

令
和
元
年
７
月
29
日︵
月
︶　

午
後
１
時
30
分

理
事
会
報
告　

令
和
元
年
度　

第
３
回
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
６
月
��
日︵
土
︶

＜プロフィール＞
���� 年 � 月 �� 日生まれ �� 歳
主な経歴：���� 年　ＪＡえひめ南青年部　鬼北地域　副支部長
　　　　　���� 年　ＪＡえひめ南青年部　鬼北地域　支部長
　　　　　���� 年　ＪＡえひめ南青年部　副委員長
　　　　　���� 年　ＪＡえひめ南青年部　委員長

趣味・特技： 空手
休日の過ごし方：家でゴロゴロ・園地をウロウロ
尊敬する人物：農業のいろはを叩き込んでくれた研修先の社長
　　　　　　　�� 歳を超えてもいまだに現役の空手の先生
座右の銘：初心忘るべからす

　地域農業が高齢化、過疎化していく中で、これから自分たちにできることは何
か。地域で受け継がれてきた農業を守るとともに、荒れていく広大な農地を使っ
て何をしていくか。それは、固定概念にとらわれず新たな農業に挑戦していくこ
とだと思う。自分だけではなく、地域のみんなで儲ける農業を考えていかなけれ
ばならない。綺麗事かもしれないが、家族
で楽しい農業、家族を養っていける農業、
地域でしっかりとした経営基盤のある農
業、これらがあれば新たな世代の若者たち
が安心して農業に挑戦していけるのではな
いか。
　ＪＡえひめ南青年部がその新たな時代
の、新しい農業の架け橋になれるよう、微
力ながら委員長として頑張っていきたい。

ＪＡえひめ南　青年部委員長

毛利　憲幸（もうり　のりゆき）

６月 �� 日に行われた青年部通常総会の役員
改選で、新委員長に就任しました。（右）
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